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1．	はじめに

近年の石油資源開発の活発化に伴う海洋構造物用鋼板の
需要増大に対応し，JFEスチールでは，鋼材に対する厳しい
要求に応えるべく鋼材の高強度化，厚肉化，低温仕様化な
どの高性能化を進め，海洋構造物用鋼板の商品群の拡大を
図っている 1, 2）。石油資源の開発は，氷海域，大水深へと広
がりつつあり，海洋構造物の大型化，低温環境での使用に
対応するため，－40℃以下の低温仕様か

ィ（空隙）を鍛造工程により圧着さ

せ，厚板圧延後の鋼板の内質健全性と板厚方向の均質性を
高める製造方法を確立し，ボイラー・圧力容器用鋼板など
への適用を進めてきた 3, 4）。本報告では，連続鋳造（CC）-鍛
造-圧延プロセスによる低温仕様 YP690 MPa 級極厚鋼板の諸
特性について紹介する。

2．	開発鋼の特長とコンセプト

2.1	 適用規格

海底の石油や天然ガスを採掘する海洋構造物は，船級規
格に則って製造されるのが一般的であり，至近では，製 Ͱ 近ͯͬ ΊΔΘʹ，Ŕ樊〮㐹㘠〠呤ਨ଩呪ਰ⸴㤰㌸䄾呪਱⸳ㄠ呦ਰ⸹㘶㐰㈲‰⁔㌳䈷㹔樊〰㌠〠呤਼〵㍁㠾呪਱⸰ㄹ‰⁔搵㔀特性

船級の Offshore 用

規格を適用することが多く，これに対応する要求性能を満
足する製品の開発と船級承認取得を進めてきた。表 1に代
表的な規格要求値を示す。
また，極厚材では，板厚中心の機械的特性を要求される

場合があり，内質の健全性の確保が製造上の重要なポイン
トとなる。
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接部靱性が得られており，優れた溶接継手性能を有してい
る。

4．	おわりに

連続鋳造-鍛造-圧延プロセスを活用して製造した海洋構造
物用極厚鋼板として，YP690 MPa 級の板厚 180 mmまでの

－40℃低温靭性要求に対応する鋼板を開発した。マイクロ
アロイを活用した成分設計と鍛造プロセスとを組み合わせ
ることにより，連続鋳造スラブの板厚中心の内質改善を達
成するとともに，短工期で製造することを可能とした。本開
発鋼は，ABS 船級および DNV 船級の承認を取得しており，
JFEスチールブランドの規格同等品を含めて，既に豊富な製

造実績を有している。
石油資源の開発はまだまだ増加の傾向を示しており，そ

の開発は氷海域，大水深へ広がっている。今後ますます高
性能な海洋構造物用鋼板のニーズが高まっていくことが予
想され，本開発鋼の適用が期待される。

参考文献
 1） 柚賀正雄ほか．JFE 技報．2012, no. 29, p. 41.
 2） 一宮克行ほか．JFE 技報，2014, no. 33, p. 19.
 3） 荒木清己ほか．川崎製鉄技報．1998, vol. 30, no. 3, p. 181.
 4） 林謙次ほか．JFE 技報．2004, no. 5, p. 56.

99 SE.298C0_35 fM02FM_0 1 TfM0.975 0 TdM(J3TM0 0 5 TdM(/E 83268M010 492 0 fM02FM_0 1 TfM0.975 0 TdM(- TdM.TfM0.968M248 0 TdMTjM/C0_1dM(9)TjM0.495 0 TdM6M(9)TjM0.4955 TdM(�BBD TdM(�BBD TdM(�BBD 8.TfM0.968M248 0 TdMTjM/268M010s82 TdMTjM/298M010s82 TdMTjM/298M01 0 4 0 TdM( )TjM0.223<510s82 TdMT0 TdM( )TjM0.223<510s82 TdMT0 TdM( )TjM0.223<510s82 TdMT0 TdM( )TjM0.223<510s82 TdMT0 TdM( )TjM0.223<510s8M0.223<510s82 Td30354>TjM/C0_0 1 1552BDB354>TjM/C0_0_0_0jM/C0_0_0_0jM/C0Ey31.521 0 TdM<04B0>TjM0.992 0 TdM<0676>TjM0.993 0 TdM<0800>TjM0.994 00.245 0 027D>TjM/T1_0..9685cCBlTdM<0E43>TjM0.99 0 TdM<027D>TjM/T1_0 1 TfM0.968 0 TdM(221)256 993 0 TdM77)TjM0.223 0 TdM77)TjM0.22E>_0..9685cCBlTdM<0BBD .086680C9 0 TdM<027D>jM0M<04B0>TjM0.992 09dM( )Tj00.245 0 027D>TjM/T1_0..9685cCA0 1 TfM0.968 0M(221)256 993 0 TdM54>TjM/C0>TjM/T1_0..9685cCA0<027MTdM( )TT1 D2B/T1_0 1 TfM0.968 0 TdM(/M0.495 0 TdM(0)Tj618_0jM/C0_0(E)TjM/C0_0 1 TfM0.90327)TjM0.223 0 TdM77)TjM0.22E>_0..9685cCBlTdM<0BBD .086680C9 0 T2B/T1_0 1 TfM0.80C9 0 T2B/T1_0>M97)TjM0.247 0 TdM(3)TjM0.493 0 TdM(0)TjM0.4lM8<0EE6>TjM0.995 0 TdM<066 0 0 M0.493 0 TdM(^ 0 0 M0.493 0 9tm TdM( )BMA^ 0 0 M0.8 0 0 M0.8 0 0 M07)TjM0.2440 TdM<0226)TjM0.493 >759.493 >759.493 >7B0>TjM0.9BBD .086680C 1 TfM0.994 00.245 0 027D>025)TjM0.0C 1 TfM0.994 00.245 0 027D>025

http://www.jfe-steel.co.jp/research/giho/029/pdf/029-07.pdf
http://www.jfe-steel.co.jp/research/giho/033/pdf/033-05.pdf
http://www.jfe-steel.co.jp/archives/ksc_giho/30-3/j30-181-185.pdf
http://www.jfe-steel.co.jp/research/giho/005/pdf/005-11.pdf

